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『主体的な学び』 

自分が知りたいこと、分かりたいこと、出来るようになりたいことのためにする勉強と、させられる勉強では、どち

らがより身につくでしょう？ 

 

４年前から全面実施になった学習指導要領(※)では、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた、授業改善の推

進が求められています。これは、教師が一方的に進める講義中心の形から、子どもたちが自ら学び、友達など人と話を

することで自分の考えを深めていく授業のあり方を進めていってね、ということです。 

美山小では、２学期から、５・６年生で『自由進度学習』と呼ばれる学習方法にチャレンジし始めました。自由進度

学習の進め方を簡単に説明しますと、次のような流れです。 

 

例： 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 
 
 

 
これはあくまでも一例ですが、算数や国語、理科、社会で、このやり方が合っているなと思われる単元で進めていま

す。今までの、教師が学習のペースを管理し進めていく学習と違い、自分自身で、時には人と違うペースで学習を進め

るというこのやり方では、授業を自分の学びとして、子どもたちが熱心に取り組む様子が見られました。 

子どもたちが、より主体的に学びを進められるよう、今後も研修・研究を進めていきたいと思います。 

 

令和５年もあとわずかとなりました。美山小の取り組みは多くの保護者・地域のみなさまの理解と協力で成り立って

います。この場をお借りし、みなさまに心から感謝申し上げます。 

来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

校長  榊󠄀  貢 

◆校内人権旬間◆ 

1２月１日（金）から14日（木）まで、校内人権旬間として前期に続き「ええやん～大丈夫、やってみよう！～」を全校のスロ

ーガンに取り組みました。自分の得意なことや好きなことを知り自分自身を認めるこ 

とや、友達の話をよく聞いて自分との共通点や相違点について知り、互いを認め合う 

心を育成することをめあてに取り組みました。 

人権旬間最後のまとめ集会では、各学級の取組状況やその振り返りを発表し合いま

した。人から温かい言葉をかけられると嬉しくなれる、心がぽっと温かくなる経験を

自分たちで積み上げていくことの大切さを考えられたのではないかと思います。人権

旬間は終わりになりますが、互いのよさを認め合うような日々の活動は、3 学期も続

けていきたいという発表が聞かれました。これからも自分たちの力でより良い美山小

学校をつくっていってほしいと思います。 

Web サイトではカラー版を
ご覧になれます。 

③ 学習を振り返り、次の時間の見通しを持つ 

・先生や友達に教えてもらいながら進める 

・自分で教科書やドリル、AIドリルなどを使って進める 

・まだ少し分からないところまで戻って進める 

・発展問題やポイントより先の学習を進める  など 

※この間、友達と相談したり教えあったりもします。 

② 各自がその時間の学習方法(進め方)を選択 

① 最初に教師主導で『大切なポイント』を確認 ※学習指導要領とは？ 

文部科学省が定める学校の教育課程

(カリキュラム)編成の基準となるも

の。それぞれの教科等の目標や大まか

な教育内容が示されている。およそ 10

年に一度改訂されている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大学生による食育プログラム◆ 

１１月９日（木）に京都府立大学で栄養教諭を目指す学生によ

る食育授業がありました。2年生と5年生を対象に、「魚の苦手意

識を減らし、魚を食べようと思う」ことをねらいに、２年生は「魚

（を食べること）のいいところ」、５年生は「魚の骨の取り方をマ

スターする」ことを学習しました。学生さんたちの少し緊張した

面持ちでスタートしたプログラムでしたが、とてもわかりやすい

授業で、最後は子どもたちと一緒に笑顔で給食を食べられました。 

◆ロング昼休み◆ 

毎週木曜日は、いつもより昼休みが 20 分長いロング昼休みと

しています。子どもたちは、それぞれ自分がしたいこと、好きな

ことをして楽しんでいます。これまで、運動場での遊びはサッカ

ーやドッジボールでしたが、一輪車や竹馬など、これまで自分が

できなかったことに挑戦する子が増えています。新たなことにト

ライしながら、楽しみを広げることができ、思わず笑顔がこぼれ

る子どもたちの姿が印象的でした。 

行事予定につきましては、今後、諸々の都合により予定を変更をする場合
がありますので、ご了承くださいますようお願いいたします。 

◆学習発表会がありました◆ 

１１月２５日（土）に学習発表会を行いました。昨年までコロ

ナ禍の影響で開催方法を従来とは変更して行ってきましたが、今

年度は 4 年ぶりに制限のない中での開催ということで、全校児

童、保護者・地域の方々が一堂に会しての学習発表会となりまし

た。各学年、日頃の学習の成果を踊りや歌、劇、タブレット端末

を使ったスライド発表など様々な伝え方で表現し発表すること

ができました。プログラムの最後には、全校で「夢の世界を」を

合唱しました。また、今年度は6年生が全体の進行役を努め、発

表の合間にインタビューで感想を聞き合うなど、活動を工夫して

いました。 

保護者・地域の皆様から、学習発表会を参観してのご意見やご

感想をいただきました。それらを踏まえ、子どもたちにとって実

り多き取組としていけるように尽力していきたいと思います。 

◆花の苗を植えました◆ 

 １１月１６日（木）に地域のボランティアの皆さんと飼育委

員会の児童が一緒にプランターに花苗植を行いました。ポット

から花の苗の外し方や植え方などを丁寧に教わりながら、花の

色の組み合わせを考えてプランターにビオラの苗を 3 つずつ

並べて植えました。正面玄関前に花を飾っていますので、来校

の際にどうぞご覧ください。 

◆Webベルマーク登録のお願い◆ 

先月号でもお知らせいたしましたが、美山小学校では、ウ
ェブベルマークの取組を行っております。 
美山小学校も支援対象校として登録されておりますので、

皆様のご協力をいただけると幸いです。 よろしくお願いいた
します。先月よりも登録者数が2名増加しました。ご協力あ
りがとうございます。 
詳しくは、ウェブベルマークホームページをご覧ください。 

 https://www.webbellmark.jp/ 

◆京都丹波キッズふれあい駅伝◆ 

１１月１８日(土)に、京都府立丹波自然運動公園で「第19

回京都丹波キッズふれあい駅伝」が開催されました。本校か

らは、8 名の選手がチャレンジ６（6 区間レース）とチャレ

ンジ２（2 区間レース）に出場しました。この駅伝大会に向

けて、５・６年生から希望者 19 名が練習会に参加し、出場

を目指してこつこつと練習を重ねるとともに、自分の力を伸

ばすことを目標に取り組んでいました。本番では、チームの

思いをたすきにこめて、力いっぱい走り切り、記録を大きく

伸ばすことができました。 

１月 9 日 ( 火 ) 3学期始業式

11 日 ( 木 ) 給食開始

18 月 ( 木 ) 校内書初め展（～24日）

19 日 ( 金 ) 授業参観・部会（午前）

2月 2 日 ( 金 ) 5・6年スキー教室

9 日 ( 金 ) 漢字検定（準会場実施）

26 日 ( 月 ) 漢字大会（１～４年）

27 日 ( 火 ) 計算大会


